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１ 制度の趣旨 

 

  教育委員会は、効果的な教育行政の推進に資するとともに、住民への説明責任を果たしていくため、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第２６条の規定により、毎年、権限に属する事務の管理及び執行状況について点検及び評価を行い、その結果に関

する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表することとされています。 

  本市教育委員会では、法の趣旨を踏まえ、所管する事務について「教育委員会活動の点検・評価」（以下「点検・評価」とい

う。）を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 点検・評価の対象 

 

  今年度は、第二次教育振興基本計画（前期計画期間：令和８年度まで）を４年度から６年度までを総括して、全３７施策を対象

に点検・評価を実施しました。 

Ⅰ はじめに 

 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に委任された事務その他教育長の権限

に属する事務（同条第４項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について

点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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３ 評価の流れ 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

４ 教育行政評価会議 

 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第２項の規定に基づき「教育行政評価会議」を設置し、全３７施策について

意見聴取を行いました。 
 

  〔委員名簿〕                       （敬称略） 

氏   名 所   属   等 

志賀 玲子 志學館大学法学部 教授 

内ノ倉 真吾 鹿児島大学教育学部 准教授 

森木 朋佳 鹿児島純心女子短期大学生活学科 教授 

橋口 俊一 市小学校長会（錦江台小学校長） 

鍋島 裕文 市ＰＴＡ連合会 会長   

議会へ報告書の提出・公表 一 次 評 価 教育行政評価会議 

担当課による評価 

（９～１０月） 

教育行政評価会議を 

設置し、意見を聴取 

（1１月～翌１月） 

教育委員会定例会 

における議決 

（１月） 

（１～２月） 

評 価 決 定 
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１ 評価結果一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 点検・評価結果 

■指標の達成度 
 Ａ：十分に達成されている・・・各指標の目標達成率が概ね 90％以上 
 Ｂ：概ね達成されている・・・・各指標の目標達成率が概ね 70％以上 
 Ｃ：あまり達成されていない・・各指標の目標達成率が概ね 70％未満 

施策
番号

施策の名称
指標①
達成度

指標②
達成度

⑴　心を育む教育と青少年教育の推進

⑴-① 道徳教育の充実
小6：Ａ
中3：Ａ

Ａ

⑴-② 人権教育の充実
小6：Ｃ
中3：Ｃ

Ａ

⑴-③ いじめ防止対策をはじめとする生徒指導の充実 Ａ Ｂ

⑴-④ 青少年教育と体験活動の充実 Ｃ Ｃ

⑴-⑤ 青少年を育む環境づくりの推進
小：Ａ
中：Ａ

小：Ａ
中：Ａ

(2)　個性と能力を伸ばす教育の推進

⑵-① 幼児教育の充実 Ｂ Ａ

⑵-② 学習指導の充実
小6：Ａ
中3：Ｃ

Ａ

⑵-③ 特別支援教育の充実 Ｂ Ａ

⑵-④ 教育の情報化の推進
小6：Ａ
中3：Ｃ

小：Ａ
中：Ａ

⑵-⑤ キャリア教育の充実
小6：Ａ
中3：Ａ

小：Ａ
中：Ａ

⑵-⑥ 郷土教育の充実
小6：Ｃ
中3：Ｃ

小：Ａ
中：Ａ

⑵-⑦ 国際理解教育の充実
小6：Ｃ
中3：Ｃ

小：Ａ
中：Ａ

⑵-⑧ 環境教育の推進 Ａ Ｂ

⑵-⑨ 消費者教育の充実 Ａ Ａ

⑵-⑩ 主権者教育の充実
小6：Ａ
中3：Ａ

Ａ

⑵-⑪ 市立高等学校の振興 Ａ Ａ

⑵-⑫ へき地・複式教育の充実 Ａ Ａ

(3)　体育・健康・安全の充実

⑶-① 学校体育の充実
小5：Ａ
中2：Ａ

小5：Ｃ
中2：Ｂ

⑶-② 健康教育・食育の充実 Ａ Ｂ

⑶-③ 安全教育の充実 Ｂ Ａ

⑶-④ 防災教育の充実 Ａ Ａ

施策
番号

施策の名称
指標①
達成度

指標②
達成度

(4)　地域とともにある学校づくりと教育環境の充実

⑷-① 学校運営の充実 Ｃ Ｂ

⑷-② 教育課程の改善・充実
小：Ａ
中：Ａ

Ａ

⑷-③ 教職員の資質向上 Ａ Ａ

⑷-④ 教育施設の整備・充実 Ａ Ａ

⑷-⑤ 教育費の負担軽減 Ａ Ａ

⑷-⑥ 学校の規模適正化・適正配置 Ａ Ａ

⑷-⑦ 私立学校等との連携 Ａ -

(5)　家庭や地域の教育力の向上と生涯学習環境の充実

⑸-① 家庭教育の充実 Ａ Ａ

⑸-② 生涯学習活動の充実 Ｃ Ｂ

⑸-③ 学習成果の活用 Ａ Ａ

⑸-④ 生涯学習推進体制の充実 Ａ Ｃ

⑸-⑤ 生涯学習機能の充実 Ａ Ａ

⑸-⑥ 学習情報の提供、相談機能の充実 Ａ Ａ

(6)　文化芸術の振興と歴史・文化資源の保存と活用

⑹-① 文化芸術に触れ親しむ機会の充実と活動の促進 Ａ Ａ

⑹-② 文化施設の活用及び文化芸術情報の発信 Ａ Ｂ

⑹-③ 文化財の保存の充実と積極的な活用 Ａ Ｃ
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等

( 1) 　 心を 育む教育と 青少年教育の推進

①道徳教育の充実

小6 －4. 0 -2. 3 -2. 7 130. 8% ±0 47. 5% Ａ

中3 －5. 0 0. 0 -3. 3 294. 1% ±0 100. 0% Ａ

道徳科の授業公開実施率
授業を 公開し た小・ 中学校数÷
小・ 中学校数

100％ 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% Ａ 学校教育課

②人権教育の充実

小6 －0. 6 -1. 2 0. 7 29. 6% 1. 3 24. 2% Ｃ

中3 ＋0. 2 -1. 4 1. 3 18. 2% 1. 8 15. 8% Ｃ

人権教育に関する 校内研修の実施率 校内研修実施校÷小・ 中学校数 100％ 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% Ａ 学校教育課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 人権教育研修会を実施し 、 授業を通し た人権教育の在り 方、 学校・ 家庭・
地域が連携し た人権教育の進め方等について理解を図り 、 目標を達成し た。

　 今後も 各学校における 人権教育の実施状況を把握し 、 引き 続き 、 各学校へ指導主事を派遣す
る など し て、 教職員の人権意識の高揚と 資質向上を図る 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 「 人権教育は全ての教育の基本」 を合言葉に、 教科等指導、 生徒指導、 学
級経営など の全教育活動を通じ て、 人権尊重の精神に立っ た学校づく り に努
めてき たが、 自己肯定感の向上に関する 調査結果においては、 小・ 中学校と
も 課題と なっている 。

　 引き 続き 、 教科等指導や生徒指導、 学級経営など の全教育活動を通し て、 児童生徒の人権尊
重精神の高揚を 図り 、 発達段階に応じ た人権教育を一層推進する 。

「 自分には、 よ いと こ ろ がある と 思う 」
と 回答し た児童生徒の割合の全国と の比
較

全国学力・ 学習状況調査
※全国平均を100と し た本市と
の差

学校教育課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 市道徳教育研究会や県民週間において道徳科の授業公開等の推進を図り 、
目標を 達成し た。

　 児童生徒の道徳性をさ ら に高めていく ために、 引き 続き 、 計画的に道徳科の研修の充実を図
り 、 指導方法の工夫・ 改善を 行う 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 学習指導要領の趣旨を 踏ま え、 児童生徒や地域の実態等に応じ た指導計画
の作成や道徳科の指導方法、 評価に関する 研修会の推進を 図っ たこ と によ
り 、 小・ 中と も に全国と の差が縮ま っている 。

　 今後も 児童生徒の道徳性を さ ら に高めていく ために、 全職員によ る 「 考え、 議論する 道徳」
の実現へ向けた授業や研修を 継続し 、 心に響く 道徳教育の充実に取り 組む。

「 難し いこ と でも 、 失敗を 恐れないで挑
戦し ている 」 と 回答し た児童生徒の割合
の全国と の比較

全国学力・ 学習状況調査
※全国平均を100と し た本市と
の差

学校教育課

２ 　 教育施策の方向性及び施策の点検・ 評価シート

8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課
   教育施策の方向性

基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

（令和4年度）

（令和4年度）

（令和4年度）

（令和4年度）
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

③いじ め防止対策を はじ めと する 生徒指導の充実

生徒指導に関する 研修会における 参加者
の満足度

研修会参加者へのアンケート 調
査

89. 1％ 99. 0% 93. 0% 106. 5% 95. 0% 104. 2% Ａ 児童生徒支援課

フ レ ン ド シッ プに通級する 不登校児童生
徒の学校復帰率

学校へ復帰でき た児童生徒数÷
フ レ ン ド シッ プに通級する 児童
生徒数

90. 8％ 83. 6% 93. 6% 89. 3% 95. 0% 88. 0% Ｂ 児童生徒支援課

④青少年教育と 体験活動の充実

リ ーダー育成に関する 研修後の子ど も 会
活動やボラ ン ティ ア活動への意欲

参加児童生徒へのアンケート 調
査

81. 3％
（ Ｒ 元）

57. 2% 84. 0% 68. 1% 85. 0% 67. 3% Ｃ 生涯学習課

創志塾同窓会の参加率 参加者数÷( 現塾生＋卒塾生) 29. 4％ 34. 7% 57. 0% 60. 9% 70. 0% 49. 6% Ｃ 少年自然の家

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 創志塾同窓会は、 オン ラ イ ン 参加も でき る 形で開催し たが、 卒塾生は県外
在住者も 多いこ と など も あり 、 目標を達成でき なかっ たが、 様々な体験活動
や魅力ある プロ グラ ム編成等に努めたこ と によ り 、 次世代のリ ーダー育成、
グロ ーバルな人材の育成を図っ た。

　 同窓会のオン ラ イ ン開催など によ る 卒塾生相互のつながり づく り を はじ め、 体験活動等のさ
ら なる 充実を 図り 、 次代を担う 人材育成など に取り 組む。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

  「 子ど も 会リ ーダー研修会」 と 「 中学生ボラ ンティ アジュ ニアリ ーダー養
成セミ ナー」 については、 異年齢交流や他学校と の交流を 深め、 豊かな人間
性や自ら 考え行動でき る 力等を 培ったこ と によ り 、 青少年教育の充実が図ら
れたが、 「 子ど も 会リ ーダー研修会」 においては、 コ ロ ナ禍によ る 子ど も 会
活動等の自粛等があり 、 活動の継承が十分に行われず、 目標を 達成でき な
かった。

　 引き 続き 、 あいご会等と の関係機関と 連携する と と も に、 グループ活動の導入など 、 さ ら に
研修内容等を 充実さ せる こ と で、 青少年教育の充実を 図る 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 フ レ ンド シッ プ関連事業において、 学校への案内文の送付やス ク ールカウ
ン セラ ー、 ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカーから の紹介など 、 フ レ ンド シッ プの
周知に取り 組み、 フ レ ン ド シッ プ活用の推進が図ら れた。
　 不登校は様々な要因が複雑に絡み合っている 場合が多く 、 フ レ ンド ス テッ
プ・ メ タ バース 導入事業を開始する など 、 個に応じ た丁寧な支援に努めた。

　 今後、 Ｉ Ｃ Ｔ の活用や、 大学生等を活用し た心のパート ナーによ る 支援、 体験交流活動等の
充実を 図る と と も に、 保護者を対象と し た相談会等を 開催する など 、 引き 続き 、 児童生徒の社
会的自立に向けた支援に取り 組む。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 生徒指導の充実事業において、 支援体制の推進のために実技・ 演習を 多く
取り 入れ、 参加者にと っ て学校ですぐ に実践でき る 具体的・ 実践的な４ 研修
を 実施し 、 目標値を達成し た。

　 今後も 教職員への参加を広く 呼びかけ、 研修に参加し ても ら い、 引き 続き 、 充実し た研修と
なる よ う 内容の充実を図る 。
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

⑤青少年を 育む環境づく り の推進

小 82. 3％
（ 児童生徒）

88. 6% 84. 0% 105. 5% 85. 0% 104. 2% Ａ

中 68. 7％
（ 児童生徒）

86. 4% 73. 0% 118. 4% 75. 0% 115. 2% Ａ

小 92. 3％
（ 児童生徒）

90. 7% 94. 0% 96. 5% 95. 0% 95. 5% Ａ

中 88. 4％
（ 児童生徒）

91. 5% 89. 5% 102. 2% 90. 0% 101. 7% Ａ

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 市内小中学校の保護者に対し て、 イ ンタ ーネッ ト 利用に関する 調査を 実施
する と と も に、 啓発リ ーフ レ ッ ト 等の配布を通し て、 フ ィ ルタ リ ングの設定
を 依頼する こ と によ り 、 目標値を 達成し た。

　 購入時の設定に加え、 購入後の設定が継続さ れる よ う 、 リ ーフ レ ッ ト 等を活用し て、 保護者
への協力を依頼する と と も に、 学校における メ ディ アリ テラ シー教育の推進を図る 。

ス マート フ ォ ン 等フ ィ ルタ リ ングの設定率
イ ンタ ーネッ ト 利用等に関する
調査（ 保護者、 児童生徒に３ 年
おき に調査）

児童生徒支援課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 市内の全学校に対し て、 Ｐ Ｔ Ａ や家庭教育学級等で家庭内ルールの設定率
向上に向けた啓発を依頼する と と も に、 夏季休業前には、 市内中・ 高等学校
の全生徒に対し て啓発リ ーフ レ ッ ト の配布など によ り 、 目標値を達成し た。

　 今後も 、 保護者の意識向上や周知方法について、 他課や関係団体と の連携を通し てメ ディ ア
リ テラ シー教育の推進を 図る と と も に、 保護者への啓発を引き 続き 行っ ていく 。

イ ンタ ーネッ ト 接続機器の利用に関する
家庭内ルールの設定率

イ ンタ ーネッ ト 利用等に関する
調査（ 保護者、 児童生徒に３ 年
おき に調査）

児童生徒支援課
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

　 道徳教育では、 道徳科の授業公開は保護者に定着し 見える 化さ れてお
り 、 言語化し て児童生徒を 褒める など 自己肯定感等を 上げる ための取組も
推進さ れている が、 指標でみれば数値が後退し ており 、 特に中学生の実績
の落ち込みが見ら れる 。
　 不登校等児童生徒に対し ては、 メ タ バース 等によ る 支援に取り 組むな
ど 、 多様な要因や段階に応じ た支援が行われている ため評価でき る 。
　 かご し ま 創志塾等の体験活動を 行う こ と によ り 、 次世代を切り 開く 人材
の育成が図ら れる など 各種取組が充実し ている 。
　 情報モラ ル教育においては、 啓発リ ーフ レ ッ ト 等の配布によ り 保護者等
への周知が図ら れている 。

　 道徳教育は、 「 考え、 議論する 道徳」 の質的充実等の観点から 引き 続き 授業改善を図っ
ていただき たい。
　 人権教育では、 こ れま での取組を引き 続き 推進し 、 自己肯定感の向上に関する 取組等を
強化する と と も に、 イ ン タ ーネッ ト 上の誹謗中傷に関する 研修も 実施し ていただき たい。
　 不登校等児童生徒については、 自ら の進路を主体的に捉え、 社会的に自立する こ と を目
指すこ と を 認識し 、 的確な要因の把握や組織的・ 計画的な支援を行っていただき たい。

　 心を 育む教育と 青少年教育の推進については、 道徳教育・ 人権教育に関
する 研修会の開催や、 ス ク ールロ イ ヤー等を導入し 、 いじ めの防止など へ
の対応、 教育相談体制の充実が図ら れた。
　 ま た、 かご し ま 創志塾等によ り 次世代を 切り 拓く 人材の育成に努める と
と も に、 情報モラ ル教育の推進や関係機関等と の連携強化によ り 、 豊かな
人間性等を育む教育を推進し た。

　 心を 育む教育と 青少年教育の推進については、 道徳教育等の研修会の更なる 充実に加
え、 新たにス ク ールサポート 相談員を 配置する など 、 いじ め防止等の取組の強化や教育相
談体制等の充実を図っ ていき たい。
　 ま た、 かごし ま 創志塾等によ る 体験活動を充実さ せる ほか、 地域や関係機関と の連携を
強化し 、 青少年を育む教育環境づく り を推進し ていき たい。

( 1) 教育行政評価会議における 評価・ 意見

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

( 1) 教育委員会事務局によ る 分析

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

①幼児教育の充実

幼児期の教育の現状に対する 満足度 教育に関する 市民意識調査 50. 0％ 47. 9% 54. 1% 88. 5% 55. 0% 87. 1% Ｂ 学校教育課

幼・ 小交流の実施校数（ 小学校） の割合
幼・ 小交流を実施し た小学校数
÷小学校数

96. 2％ 97. 4% 98. 7% 98. 7% 100. 0% 97. 4% Ａ 学校教育課

②学習指導の充実

小6 ＋1. 9 3. 0 2. 0 150. 0% 2. 0 150. 0% Ａ

中3 －0. 1 0. 3 0. 6 50. 0% 1. 0 30. 0% Ｃ

１ 校当たり の指導主事等派遣を伴う 校内
研修の実施回数

年間の指導主事等派遣回数÷
小・ 中学校数

9. 3回 10. 3回 9. 8回 105. 1% 10. 0回 103. 0% Ａ 学校教育課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 研究協力校を 指定し 、 その研究成果を各学校へ指導主事を派遣し て波及さ
せる と と も に、 小・ 中連携研修会や中学校学力向上プロ グラ ム を実施し 、 目
標を達成し た。

　 今後も 、 オン ラ イ ン研修を 併用し ながら Ｉ Ｃ Ｔ 研修や各種教職員研修等を実施する こ と によ
り 、 個に応じ た学習習慣や基本的な生活習慣、 非認知能力の育成等を 図っていく 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 児童生徒に必要な知識・ 技能を 確実に習得さ せる と と も に、 Ｉ Ｃ Ｔ 機器を
活用し た授業実践を推進し て、 課題を解決する ために必要な思考力・ 判断
力・ 表現力等を 育んだこ と で、 小学校では目標を達成し たが、 中学校では全
国平均は上回っ たも のの目標を 達成でき なかっ た。

　 引き 続き 、 授業改善や指導方法の研修を 行う と と も に、 個に応じ た指導や指導と 評価が一体
化する 学習者主体の授業の推進に取り 組むこ と で、 児童生徒の思考力・ 判断力・ 表現力等の育
成を図っていく 。

　 市公私立幼稚園保育研修会・ 保育研究会を開催し 、 特別支援教育に関する
講話や実技・ 演習を交えた研修を 実施する と と も に、 幼保小連携研修会を ２
１ ブロ ッ ク で実施する こ と で目標を達成し 、 幼児教育と 小学校教育の円滑な
接続の充実が図ら れた。

　 引き 続き 、 市公私立幼稚園保育研修会・ 保育研究会を 開催し 、 幼稚園・ 認定こ ど も 園・ 保育
所の教育課程等について教職員の理解を 深める と と も に、 指導者と し ての資質の向上に努め、
幼保小連携の一層の充実を図る 。

全国学力・ 学習状況調査の平均正答率の
全国と の比較

全国学力・ 学習状況調査（ 国
語、 算数・ 数学）
※全国平均を100と し た本市と
の差

学校教育課

　 幼保小連携研修会において「 幼保小の架け橋プロ グラ ム 」 を 含む教育課程
の改善・ 充実を 図ったこ と によ り 、 幼児教育と 小学校教育の円滑な接続が推
進さ れた。

　 引き 続き 、 具体的な子供の姿を 基にし た幼保小連携研修会を 開催し 、 「 幼保小の架け橋プロ
グラ ム 」 等への理解を深め、 幼児教育と 小学校教育の円滑な接続を目指す。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

( 2) 　 個性と 能力を 伸ばす教育の推進

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

（令和7年度）（令和7年度）
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

③特別支援教育の充実

１ 校当たり の巡回相談の回数
巡回相談の実施回数÷小・ 中学
校数

1. 3回 1. 1回 1. 3回 84. 6% 1. 3回 84. 6% Ｂ 学校教育課

保護者等の希望を踏ま え移行支援シート
等を作成し 、 引継ぎをし た中学校生徒の
割合

進路先に引継ぎを行った数÷ 特別支
援学級在籍生徒のう ち引継ぎを希望し
た生徒数（ 通常の学級から 特別支援学
校へ進学し た生徒も 含む）

92. 2％ 89. 9% 97. 4% 92. 3% 100. 0% 89. 9% Ａ 学校教育課

④教育の情報化の推進

小6 ― 6. 4 1. 1 581. 8% 2. 0 320. 0% Ａ

中3 ― -5. 7 1. 5 -380. 0% 2. 0 -285. 0% Ｃ

小 76. 7％
（ Ｒ 元）

84. 2% 81. 8% 102. 9% 83. 8% 100. 5% Ａ

中 70. 4％
（ Ｒ 元）

77. 1% 78. 0% 98. 8% 80. 2% 96. 1% Ａ

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 各学校への派遣によ る 授業支援やサポート 体制の充実を 図る と と も に、 教
職員のス キルに合わせた各種研修を実施する こ と で、 目標を達成でき た。

　 引き 続き 、 指導主事やＩ Ｃ Ｔ 支援員等によ る 支援、 研修等のさ ら なる 充実によ り 、 教員の指
導力向上を図り 、 Ｉ Ｃ Ｔ を活用し た学習活動を推進する 。

児童生徒のＩ Ｃ Ｔ 活用を 指導する こ と が
でき る 教員の割合

学校における 教育の情報化の実
態等に関する 調査

学校Ｉ Ｃ Ｔ
推進センタ ー

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 全児童生徒にタ ブレ ッ ト 端末を 整備し 、 デジタ ルド リ ルの導入や教職員へ
の研修など を推進し てき たこ と で、 小６ では目標を大幅に上回ったが、 中３
では落下等によ る 端末の破損に対する 恐れや生徒指導上の懸念など から 、 目
標は達成でき なかった。

　 児童生徒が情報機器端末を 日常的に活用し ていける よ う 、 堅牢性の高い端末への更新を 行う
と と も に、 研修会等によ る 教員の指導力向上を図る こ と で、 教育の情報化の推進に取り 組む。

「 授業でコ ン ピ ュ ータ など のＩ Ｃ Ｔ を
「 ほぼ毎日」 使用し た」 と 回答し た児童
生徒の割合の全国と の比較

全国学力・ 学習状況調査 学校Ｉ Ｃ Ｔ
推進センタ ー

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 幼児・ 児童生徒の状況やこ れま での支援について記録する 「 夢すこ やか
フ ァ イ ル」 等の活用や引継ぎを 推進する こ と で、 円滑な引継ぎが行われ、 目
標を達成でき た。

　 引き 続き 、 「 夢すこ やかフ ァ イ ル」 等の活用を推進し 、 一人一人の教育的ニーズに合っ たき
め細かな指導や支援内容等の引き 継ぎを 指導する こ と によ り 、 一貫し た支援体制の構築を 図
る 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 障害に関する 専門的な知識・ 経験を有する 特別支援学校の教員によ る 巡回
相談を 通し て、 障害のある 幼児・ 児童生徒の指導・ 支援に関する 教員等の一
層の理解を深めたこ と によ り 、 概ね目標を 達成し た。

　 引き 続き 、 教育的ニーズに基づいた巡回相談を行う と と も に、 教員等に対し 障害のある 幼
児・ 児童生徒の指導・ 支援に関する 一層の理解を深める 。
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

⑤キャ リ ア教育の充実

小6 ＋3. 1 4. 0 3. 6 111. 1% 3. 8 105. 3% Ａ

中3 ＋2. 0 3. 1 2. 9 106. 9% 3. 4 91. 2% Ａ

小 44. 9％ 50. 0% 55. 0% 90. 9% 60. 0% 83. 3% Ａ

中 18. 4％ 92. 3% 72. 8% 126. 8% 100. 0% 92. 3% Ａ

⑥郷土教育の充実

小6 ＋1. 3 -4. 8 2. 45 2. 7% +2. 7 7. 0% Ｃ

中3 ＋2. 8 -20. 8 4. 90 0. 8% +6. 0 0. 7% Ｃ

小 100％ 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% Ａ

中 100％ 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% Ａ

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 校区の伝統・ 文化・ 歴史等を 踏ま えた郷土教育の全体計画を 作成し 、 特色
ある 教育活動を 推進を図り 、 目標を達成し た。

　 今後も 校区の伝統・ 文化・ 歴史等を踏ま え、 よ り 充実し た郷土教育の全体計画の作成や伝承
活動に関する 発表に取り 組む。

地域と 連携し た郷土教育の実施校数の割
合

地域と 連携し た郷土教育の実施
校÷小・ 中学校数

学校教育課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 伝統と 文化を 尊重し 、 それら を 育んでき た我が国と 郷土を愛し 、 こ れから
の社会づく り に貢献でき る よ う 育成に取り 組んだが、 コ ロ ナ禍の影響によ り
地域行事への継続し た参加の機会が減少し たこ と によ り 、 目標を達成でき な
かった。

　 引き 続き 、 地域と のつながり を 意識し 、 学校行事や授業等で、 地域と 学校がよ り 連携し て、
地域に根ざし た特色ある 郷土教育に取り 組むと と も に、 あいご 会や地域行事への積極的な参加
を促す。

「 今住んでいる 地域の行事に参加し てい
る 」 と 回答し た児童生徒の割合の全国と
の比較

全国学力・ 学習状況調査 学校教育課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 個性あふれる 学校づく り 推進事業によ り 、 地域人材や事業者等の協力を 得
ながら 職場見学・ 体験学習の推進が図ら れたこ と で、 目標を達成し た。

　 引き 続き 、 家庭・ 地域と の連携を強化し 、 地域人材や事業者等の協力を得ながら 、 職場見
学・ 職場体験学習を行っ ていく こ と で、 キャ リ ア教育の推進に取り 組む。

　 キャ リ ア教育の年間指導計画やキャ リ アパス ポート の活用を 通し て望ま し
い職業観・ 勤労観を育成し 、 社会人・ 職業人と し ての基本的な資質・ 能力の
向上を 図ったこ と によ り 目標を 達成し た。

　 キャ リ ア教育の年間指導計画やキャ リ アパス ポート の活用を さ ら に充実さ せていく こ と で、
社会人・ 職業人と し ての基本的な資質・ 能力の向上を 図っていく 。

職場見学・ 職場体験学習を 実施し ている
学校の割合

学校アンケート 学校教育課

「 将来の夢や目標を持っ ている 」 と 回答
し た児童生徒の割合の全国と の比較

全国学力・ 学習状況調査
※全国平均を100と し た本市と
の差

学校教育課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

（令和5年度）

（令和5年度）

（令和5年度）

（令和5年度）
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

⑦国際理解教育の充実

小6 ＋3. 9 0. 3 4. 9 6. 1% +5. 4 5. 6% Ｃ

中3 ＋0. 6 -0. 3 1. 4 29. 2% +1. 8 25. 0% Ｃ

小 99. 4％ 99. 5% 99. 8% 99. 7% 100. 0% 99. 5% Ａ

中 91. 2％ 92. 8% 97. 1% 95. 6% 100. 0% 92. 8% Ａ

⑧環境教育の推進

学校版環境Ｉ Ｓ Ｏ 認定校の割合
学校版環境Ｉ Ｓ Ｏ 認定校数÷
小・ 中学校数

100％ 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% Ａ 学校教育課

出前授業の実施率
出前授業を実施し た学校数÷
小・ 中学校数

40. 5％ 37. 1% 50. 2% 73. 9% 55. 0% 67. 5% Ｂ 学校教育課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 かご し ま 環境未来館等の関係機関と 連携し た環境教育を 推進する ため、 研
修会等を通し て環境教育の重要性を共有する こ と によ り 、 出前授業等の活用
が図ら れ、 概ね目標を達成し た。

　 児童生徒の環境保全意識を 高める ため、 引き 続き 、 出前授業の積極的な利用の促進を図る 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 教育活動全体を 通し た環境教育を推進し 、 学校版環境Ｉ Ｓ Ｏ 認定校と し て
の取組が継続・ 発展する よ う 学校相互の情報交換の推進を 図り 、 目標を 達成
し た。

　 今後も 教育活動全体で省エネルギーやリ サイ ク ル活動など に取り 組む学校版環境Ｉ Ｓ Ｏ 認定
校の認定更新に取り 組む。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 市立小学校への英会話活動協力員（ Ａ Ｅ Ａ ） 派遣に加え、 市立中・ 高等学
校へ外国語指導助手（ Ａ Ｌ Ｔ ） を 派遣し 、 英語コ ミ ュ ニケーショ ン能力の向
上を図り 、 目標を 達成し た。

　 今後も 市立小・ 中学校の外国語活動・ 外国語科等のティ ーム ティ ーチングや国際理解に関す
る 学習への協力・ 補助等を行う ために、 Ａ Ｌ Ｔ やＡ Ｅ Ａ の計画的な派遣に取り 組む。

　 外国の言語や文化、 英語によ る コ ミ ュ ニケーショ ン に対する 児童生徒の意
欲を高める ため、 異文化交流のス ピ ーチ練習を する など 、 伝え合う 力の育成
を 図っ たと こ ろ 、 小・ 中学校と も に外国への興味・ 関心の高ま り は見ら れた
も のの、 目標を 達成でき なかっ た。

　 引き 続き 、 実際に外国の人々と 交流する 活動を充実さ せる と と も に、 Ｉ Ｃ Ｔ のさ ら なる 活用
によ り 、 異文化への理解を深め、 児童生徒の国際的感覚の育成に取り 組む。

Ａ Ｌ Ｔ ・ Ａ Ｅ Ａ の活用時数の達成率

小： Ａ Ｅ Ａ の総活用時数÷Ａ Ｅ
Ａ の総活用規定時数
中： Ａ Ｌ Ｔ 活用目標達成校数÷
中学校数

学校教育課

「 外国の人と 友達になっ たり 、 外国のこ
と をも っと 知っ たり し てみたいと 思う 」
と 回答し た児童生徒の割合の全国と の比
較

全国学力・ 学習状況調査
※全国平均を100と し た本市と
の差

学校教育課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

（令和5年度）（令和5年度）

（令和5年度）

（令和5年度）

（令和5年度）
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

⑨消費者教育の充実

中・ 高等学校での講演会や出前講座参加
者の満足度

講演会、 出前講座後アン ケート 97. 6％ 96. 0% 99. 2% 96. 8% 100. 0% 96. 0% Ａ 学校教育課

消費者教育に係る 講演会や出前講座の開
催校数の割合

消費者教育に係る 講演会や出前
講座を 開催し た学校数÷小・ 中
学校数

23. 8％ 39. 3% 30. 1% 130. 6% 33. 3% 118. 0% Ａ 学校教育課

⑩主権者教育の充実

小6 －0. 5 0. 4 0. 17 235. 3% ±０ 140. 0% Ａ

中3 －4. 1 -0. 7 -1. 37 206. 3% ±０ 65. 0% Ａ

主権者教育の全体指導計画作成率
主権者教育の全体指導計画作成
校数÷小・ 中学校

― 100. 0 100. 0 100. 0% 100. 0 100. 0% Ａ 学校教育課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 学習指導要領の趣旨を 踏ま え、 児童生徒や地域の実態等に応じ た主権者教
育の全体計画や指導計画を作成する よ う 指導し 、 目標を達成し た。

　 引き 続き 、 学習指導要領の趣旨を踏ま え、 児童生徒や地域の実態等に応じ た主権者教育の推
進に取り 組む。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 総合的な学習の時間や社会科の授業等を 通し て、 主権者と し て社会の中で
自立し 、 他者と 連携・ 協働し ながら 、 社会の構成員の一員と し て社会を 生き
抜く 力や地域の課題解決を主体的に担う こ と ができ る 力の育成を図り 、 目標
を 達成し た。

　 引き 続き 、 社会科の授業等を通し て、 社会の構成員の一員と し て、 社会の課題や問題を 考え
さ せる など 地域の課題解決を 主体的に担う こ と ができ る 力の育成に取り 組む。

「 地域や社会を よ く する ために何をすべ
き かを 考える こ と がある 」 と 回答し た児
童生徒の割合の全国と の比較

全国学力・ 学習状況調査 学校教育課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 関係機関と 連携し ながら 消費者教育推進事業を通し て各学校へ情報提供す
る と と も に、 学校へ税理士や弁護士等の講師の派遣を 行い、 講師の招聘が進
み、 目標を達成し た。

　 引き 続き 、 専門の講師によ る 講演会や出前講座を実施し 、 消費者ト ラ ブルに巻き 込ま れない
ための資質・ 能力の育成に取り 組む。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 関係機関と 連携し ながら 消費者教育推進事業を通し て各学校へ情報提供す
る と と も に、 学校へ弁護士等の講師を派遣し 、 教職員の指導力の向上を 図
り 、 目標を達成し た。

　 引き 続き 、 専門の講師によ る 講演会や出前講座を実施し 、 消費者ト ラ ブルに巻き 込ま れない
ための資質・ 能力の育成に取り 組む。
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

⑪市立高等学校の振興

希望者の就職率 学校調査 100％ 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% Ａ 学校教育課

１ 校当たり の一日体験入学への中学生の
参加者数

市立高等学校への一日体験入学
者数÷３

289人 574人 346人 165. 9% 375人 153. 1% Ａ 学校教育課

⑫へき 地・ 複式教育の充実

集合学習や交流学習を実施し た小学校数
の割合

複式学級を有する 小学校のう
ち、 集合学習や交流学習を実施
し た学校数÷小学校数

100％ 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% Ａ 学校教育課

小学校複式学級指導法研修会の出席率
小学校複式学級指導法研修会に
参加し た複式学級担任数÷ 小
学校複式学級を 有する 学校数

100％ 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% Ａ 学校教育課

　 市小学校複式学級指導法研修会を開催し 、 望ま し い複式学級の指導法や学
級経営の在り 方について指導を 行い、 目標を達成し た。

　 引き 続き 、 Ｉ Ｃ Ｔ 機器の活用や少人数によ る 指導法についての研修等の推進に取り 組む。

　 各学校で集合学習や交流学習を 実施する など 、 Ｉ Ｃ Ｔ 機器を 活用し て遠隔
授業を 推進し 、 他校と の交流の機会の増加に向けて支援を 図り 、 目標を 達成
し た。

　 引き 続き 、 集合学習や交流学習など Ｉ Ｃ Ｔ 機器を活用し て他校と の交流の機会の増加に取り
組む。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 多く の中学生や保護者に対し て、 市立高校が特色ある 教育活動を展開し て
いる こ と を周知し 、 入学者の確保に努めたこ と によ り 、 目標を 達成し た。

　 引き 続き 、 多く の中学生や保護者に、 ス ク ールミ ッ ショ ンや実態を 踏ま えた各学校の魅力の
さ ら なる 周知に取り 組む。

※市立高等学校を 指定し て寄付する 制度を Ｒ ３ 年度から ふる さ と 納税に設け、 各校の教育環境の向上を 図り 、 特色ある 教育活動への取組を支援し ている 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 年間を通し て就職支援員が就職を支援し 、 社会的・ 職業的に自立でき る 生
徒の育成を図り 、 目標を 達成し た。

　 生徒の希望や適性に応じ た就職を支援し 、 引き 続き 、 就職支援員によ る 生徒と の面談を 通し
て勤労観・ 職業観の育成に取り 組む。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

　 幼保小連携の充実が図ら れている が、 ス タ ート カリ キュ ラ ム を合同で検
討する など 、 よ り 具体的な連携を 推進する 必要がある 。
　 タ ブレ ッ ト 端末の活用が図ら れてはいる が、 使用に対する 不安等の心理
的側面がある こ と から 、 先進事例や成功事例の紹介を 各校に行っていく こ
と が求めら れる 。
　 特別支援教育においては、 教員の特別支援教育に関する 理解が進み、 実
践的な指導力の向上が図ら れている が、 指導力等に差異がある こ と から 研
修等の充実が必要である 。
　 郷土教育は、 コ ロ ナ禍の影響も あったこ と で、 子ど も や保護者の参加す
る 習慣が減少し てき ており 、 対応が必要である 。
　 国際理解教育では、 ス タ ンフ ォ ード 大学の教育機関と の連携やＡ Ｌ Ｔ と
の交流等によ り 、 伝え合う 力や関心が高ま ってき てはいる が、 目標に達し
ていない数値も ある こ と から 、 よ り 一層の強化が必要である 。
　 市立高等学校においては、 体験入学への中学生の参加者数が非常に伸び
ており 、 取組を 評価でき る 。

　 「 子ど も たちが夢と 希望を持てる 」 と 保護者も 子ど も も 実感でき る よ う に、 一つ一つの
事業を 充実さ せていただき たい。
　 教職員のＩ Ｃ Ｔ 活用指導力のさ ら なる 向上及びＩ Ｃ Ｔ の環境整備に引き 続き 取り 組むと
と も に、 個に応じ た授業改善や、 情報モラ ルを含む情報活用能力の育成を図る よ う 求めた
い。
　 特別支援教育に関する 専門性を 高める 研修内容を さ ら に充実さ せる と と も に、 特別支援
教育支援員の増員を図る など 、 障害の特性に応じ た指導・ 支援の充実を 図っていただき た
い。
　 郷土教育においては、 従来の取組に加え、 さ ら に地域と 連携を図る と と も に、 イ ベント
や活動等が子ど も に直接届く よ う な方法を 検討し ていただき たい。
　 市立高等学校の特色化・ 魅力化の一層の推進に努めていただき たい。

　 個性と 能力を 伸ばす教育の推進については、 タ ブレ ッ ト 端末を全児童生
徒に整備し 、 デジタ ルド リ ルを導入する など 個に応じ た教育を 推進し た。
　 ま た、 特別支援教育支援員の増員や医療的ケア児への対応を 拡充する な
ど 、 特別支援教育体制等の充実が図ら れた。
　 さ ら に、 総合的な学習の時間など キャ リ ア教育の推進に加え、 市立高等
学校については、 学科再編等を行う と と も に、 ス タ ン フ ォ ード 大学のオン
ラ イ ン 講座等によ り 国際理解教育が充実し 、 各校の活性化が図ら れた。

　 個性と 能力を 伸ばす教育の推進については、 学力検査の結果等を 踏ま え、 さ ら なる 授業
改善に取り 組むと と も に、 タ ブレ ッ ト 端末の更新や生成AI 等の活用、 市教育DX推進ビ ジョ
ン（ 仮称） に基づく 各種取組によ る 個に応じ た教育のさ ら なる 推進を図っていき たい。
　 ま た、 研修内容の充実や特別支援教育支援員の計画的な配置など によ る 特別支援教育の
充実に努めていき たい。
　 さ ら に、 総合的な学習の時間等を充実さ せ、 キャ リ ア教育を 推進し ていく と と も に、 市
立高等学校の特色を活かし た活性化を 図っ ていき たい。

( 2) 教育行政評価会議における 評価・ 意見

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

( 2) 教育委員会事務局によ る 分析

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

( 3) 　 体育・ 健康・ 安全の充実

①学校体育の充実

小5 ±0 0. 7 0. 3 233. 3% 0. 5 140. 0% Ａ

中2 ＋1. 0 1. 9 1. 3 146. 2% 1. 5 126. 7% Ａ

小5 －1. 5 -1. 3 -0. 5 38. 5% ±0 13. 3% Ｃ

中2 －1. 5 -0. 7 -0. 5 71. 4% ±0 53. 3% Ｂ

②健康教育・ 食育の充実

むし 歯のない生徒の割合（ 中１ ） 歯と 口の健康に関する 調査 62. 6％ 63. 2% 67. 5% 93. 6% 70. 0% 90. 3% Ａ 保健体育課

学校給食への地場産物の活用率
給食用食材に県内産の食材
（ 肉・ 野菜等） を 使用する 割合
（ 重量ベース ）

63. 8％ 61. 0% 67. 9% 89. 8% 70. 0% 87. 1% Ｂ 保健体育課

　 各学校・ 給食センタ ーで献立に郷土食や行事食を取り 入れる ほか、 「 鹿児
島をま る ごと 味わう 学校給食」 週間を中心に地場産の旬の食材を学校給食に
取り 入れる よ う 努めたが、 近年は、 地場産の野菜全般を発注し ても 納入でき
ない状況があり 、 仕入れ先を県外に広げたため活用割合が低下し た。

　 年間献立計画に旬の地場産物を 取り 入れる ほか、 地域生産者と の連携を図る など 、 引き 続
き 、 学校給食への地場産物の活用に取り 組む。

　 学校における 年間を通し た歯科保健指導や歯と 口の衛生週間等において、
集団指導や個別指導を実施する など 、 歯科保健指導に取り 組み、 歯と 口の健
康の推進を図っ た。
　

　 今後、 さ ら に家庭や学校歯科医等と 連携を図る と と も に、 先進校の事例を紹介する など 、 引
き 続き 、 歯と 口の健康づく り の推進に取り 組む。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 目標値は達成し ていないが、 小中高の体育主任を対象と し た体力指導実技
講習会の実施や各学校の課題に応じ た「 ちょ ト レ 運動」 や「 体力アッ プ！
チャ レ ンジかご し ま 」 への取組を 奨励し 、 運動習慣の確立と 体力向上に取り
組んだこ と によ り 、 全国平均と の差が小・ 中学校と も にやや縮ま ってき た。
　 ま た、 計画的に学校プール、 遊具・ 体育施設、 武道場等の補修及び整備を
行った。

　 引き 続き 、 体力向上や指導力向上につながる 研修会を 実施し 、 「 ちょ ト レ 運動」 や「 体力
アッ プ！チャ レ ンジかご し ま 」 等の取組のさ ら なる 充実を図る 。
　 ま た、 各学校の効果的な取組、 特徴的な取組について、 市全体で取り 組める よ う に研修会や
研究授業で周知を図る ほか、 体育施設整備事業など 、 体育施設の整備を 年次的・ 計画的に行
う 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

全国体力・ 運動能力、 運動習慣等調査に
おける 体力平均点の全国と の比較

実施学年の体力合計点の平均値 保健体育課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 校内研修会への指導主事の派遣や全校が参加する 体育主任等研修会を 通じ
て、 「 めあての提示」 「 課題を 解決する 活動」 「 振り 返る 活動」 の３ つのポ
イ ント を周知する など 指導法改善に努めたこ と によ り 、 目標を 達成でき た。

　 今後は、 校内研修会への指導主事の派遣する と と も に、 他校種教員の参加、 研究協力校を指
定する など 、 更に研究授業を 活性化し 、 指導力の向上に取り 組む。

「 運動やス ポーツ をする こ と が好き 」 と
回答し た児童生徒の割合の全国と の比較

全国体力・ 運動能力、 運動習慣
等調査
※全国平均を100と し た本市と
の差

保健体育課
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

③安全教育の充実

小・ 中学生の校内でのけがの発生割合
日本ス ポーツ 振興センタ ーの申
請件数

7. 4％ 7. 9% 7. 0% 88. 6% 6. 8% 86. 1% Ｂ 保健体育課

危険予知ト レ ーニング（ Ｋ Ｙ Ｔ ） 教材を
活用し た訓練実施校の割合

県学校安全活動調査 74. 0％ 95. 0% 92. 0% 103. 3% 100. 0% 95. 0% Ａ 保健体育課

④防災教育の充実

災害時に児童生徒の避難場所及び保護者
への引き 渡し 等のルールを 定めている 学
校の割合

学校における 安全に関する 実態
調査（ 新規）

53. 9%
R3実績

79. 0 81. 0 97. 5% 100. 0 79. 0% Ａ 保健体育課

地域と 連携し て避難訓練を 実施し た小・
中学校の割合

学校安全活動状況調査 62. 5％ 70. 0% 67. 5% 103. 7% 70. 0% 100. 0% Ａ 保健体育課

　 管理職研修会及び安全指導担当者研修会において、 実効性のある 避難訓練
を 実施する よ う 指導する と と も に、 危機管理課と 地域と の連携方法及び避難
場所について情報交換を 行い、 ま た、 具体的な地域と の連携方法など の周知
を 徹底し たこ と によ り 、 目標を 達成でき た。

　 引き 続き 、 管理職研修会等で地域と の連携方法について周知徹底する と と も に、 過去の被災
経験講話や地域の施設を 活用し た避難体験学習に加え、 地域と 連携し た避難訓練及び防災教育
を一層推進する 。

　 管理職研修会及び安全指導担当者研修会において、 災害時の引き 渡し 等の
ルールを定める よ う 指導する と と も に、 危機管理課と 災害時の適切な避難行
動について情報交換を行ったこ と など によ り 、 災害時に児童生徒の避難場所
及び保護者への引き 渡し 等のルールを定めている 学校の割合が高ま った。

　 引き 続き 、 災害時の引き 渡し 等のルールづく り を推進する と と も に、 火山災害時の避難方法
など 市地域防災計画の避難行動について各学校に周知し 、 防災教育の充実に努める 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 管理職研修会及び安全指導担当者研修会において、 危険予知ト レ ーニン グ
（ Ｋ Ｙ Ｔ ） 教材を 活用し た安全指導を充実さ せる よ う 指導し 、 ま た、 通学路
の安全確保については、 市通学路交通安全プロ グラ ム に基づき 、 道路管理
者、 警察、 学校、 教育委員会によ る 通学路の合同点検を実施する こ と によ
り 、 目標値を達成でき た。

　 身近な教材と し て活用でき る 「 本市児童生徒の交通事故情報」 や新聞情報など を各学校に積
極的に紹介する と と も に、 管理職研修会等で危険予知ト レ ーニングの実効的な活用について周
知し 、 安全教育の充実に努める 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 セーフ コ ミ ュ ニティ 「 学校の安全対策委員会」 の取組を 全小・ 中学校で実
践する ほか、 小・ 中学校それぞれ共通実践事項を設定し 、 校内でのけがの減
少に努めたが、 けがの発生割合は同水準で推移し ている 。

　 引き 続き 、 校内でのけがの減少に努める と と も に、 けがの減少に向けた取組が充実し ている
学校の実践例を 積極的に紹介する ほか、 体育主任等研修会等における 指導を徹底する こ と によ
り 、 安全教育の充実に努める 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

　 運動やス ポーツ が好き な児童生徒が増えており 、 指導法等の改善が図ら
れている こ と は評価でき る が、 運動が苦手な児童生徒への対策の充実が必
要である 。
　 市場の供給等の事情は考慮する が、 給食で県内食材を 使う こ と は食育の
観点から も 重要である こ と から 、 引き 続き 取組に力を 入れていく 必要があ
る 。
　 安全や防災教育は、 地域や関係機関と の連携が図ら れており 、 災害時の
引き 渡し ルールを定める など 、 各種取組が推進さ れており 評価でき る 。

　 生涯ス ポーツ の基礎にも なる こ と から 、 子ど も たちの運動習慣が常日頃から 確立でき る
よ う に、 「 好き 、 楽し い」 と 思える 子ど も が増えていく よ う 、 引き 続き 取り 組んでいただ
き たい。
　 部活動の地域移行に関し ては、 保護者の意向や指導者への報酬等の課題も ある ため、 適
切に対応し ていただき たい。
　 食育の充実を 図る ため、 栄養教諭が引き 続き 授業に参画し ていく など 、 高い専門性を生
かし ていく こ と を求めたい。
　 防災教育は、 引き 続き 、 実効性のある 避難訓練等の工夫を行う と と も に、 桜島の大噴火
など 本市の特性に応じ た防災教育の充実に努めていただき たい。

　 体育・ 健康・ 安全の充実については、 体育主任研修会等での授業改善に
よ る 運動に親し む機会の充実や、 部活動のモデル事業の実施によ る ス ポー
ツ 環境の整備が図ら れた。
　 ま た、 学校や地域等が連携し た保健・ 給食に関する 各事業の計画的な実
施によ り 、 健康的なラ イ フ ス タ イ ルを確立する ための支援が推進さ れた。
　 安全教育等については、 ス ク ールガード ・ リ ーダーなど 地域と の連携
や、 防災ノ ート 等の活用、 危機管理マニュ アルの作成など によ り 、 安全・
防災対策の推進が図ら れた。

　 体育・ 健康・ 安全の充実については、 引き 続き 、 研修会等によ る 授業改善や「 部活動の
地域展開」 の推進、 健康や食に関する 指導の充実に取り 組み、 運動に親し む機会や健康的
なラ イ フ ス タ イ ルの確立に向けた支援を推進し ていき たい。
　 安全教育等については、 地域と の連携強化や防災ノ ート 等の活用によ り 、 安全・ 防災教
育を充実さ せていき たい。
　 ま た、 学校給食セン タ ー整備や給食費等の公会計化に取り 組み、 安心・ 安全で持続可能
な給食の提供体制を整備し 、 食に関する 指導の充実を 図っていき たい。

( 3) 教育行政評価会議における 評価・ 意見

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

( 3) 教育委員会事務局によ る 分析

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

( 4) 　 地域と と も にある 学校づく り と 教育環境の充実

①学校運営の充実

学校運営協議会の活動状況等を知ってい
る 保護者の割合

学校評価（ 保護者対象） の調査
「 知っ ている 」 と 回答し た数
÷ 全回答数

20. 1％ 13. 1% 60. 0% 21. 8% 80. 0% 16. 4% Ｃ 学務課

業務改善が進んでいる と 実感し ている 教
職員の割合

フ ォ ロ ーアッ プ調査 70. 0％ 71. 8% 83. 2% 86. 3% 90. 0% 79. 8% Ｂ 学務課

②教育課程の改善・ 充実

小 −0. 7 3. 1 1. 9 163. 2% 3. 3 93. 9% Ａ

中 −6. 2 0. 9 -2. 1 173. 1% ±0 114. 5% Ａ

小学校でのス タ ート カリ キュ ラ ム の作成
の割合

ス タ ート カリ キュ ラ ムを 作成し
ている 小学校数÷小学校数

100％ 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% Ａ 学校教育課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 内容や進め方が異なる 幼児教育と 小学校教育の円滑な接続を 目指し 、 ス
タ ート カリ キュ ラ ムの改善・ 充実を図り 、 目標を達成し た。

　 引き 続き 、 具体的な子供の姿を 基にし た幼保小連携研修会によ り 、 幼児教育と 小学校教育の
円滑な接続への理解を深め、 ス タ ート カリ キュ ラ ムの改善・ 充実を図る 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 多様な学習の進め方を 自ら 調整し ていく こ と ができ る 教育課程の編成や学
校教育目標達成のためのＰ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ルについて教務主任等研修会での指
導に努める ほか、 他校の教育過程を相互に参考にでき る 体制を 構築し たこ と
によ り 、 目標を 達成し た。

　 引き 続き 、 研修会等での指導等を行っ ていく こ と で、 教育課程編成の充実を図り 、 特色ある
学校づく り を 推進する 。

「 児童生徒の姿や地域の現状等に関する
調査や各種データ 等に基づき 、 教育課程
の編成、 実施、 評価、 改善を図る Ｐ Ｄ Ｃ
Ａ サイ ク ルを 確立し ている 」 と する 学校
の割合の全国と の比較

全国学力・ 学習状況調査 学校教育課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 「 鹿児島市立学校における 業務改善アク ショ ンプラ ン」 において、 ４ 方策
３ ８ 項目の推進内容（ 定時退校日の設定、 Ｉ Ｃ Ｔ の活用、 業務時間外におけ
る 自動音声応答装置の設置等） に基づき 業務改善に取り 組んだこ と によ り 、
超過勤務時間の減少など 業務改善が図ら れた。

　 今後、 新たに業務改善・ 健康確保に係る 計画を策定し 、 超過勤務時間の減少に向けた取組等
を実施し 、 教職員の業務改善等に努める 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 学校運営協議会の活動状況等の周知の面では課題はある が、 同協議会の設
置が全ての市立学校に拡充さ れたこ と によ り 、 学校運営に地域の意見が反映
でき る 体制が整い、 教育課程への反映等につながった。

　 学校運営協議会の活動のさ ら なる 周知・ 広報に努める ほか、 活動内容や研修会の充実を 図
り 、 学校運営の更なる 充実に努める 。
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

③教職員の資質向上

各種研修会における 参加者の満足度 研修後アン ケート 98. 2％ 96. 3% 99. 4% 96. 9% 100. 0% 96. 3% Ａ 学校教育課

中学校教科別研修会参加率
教科別研修会に参加し た教職員
数÷市内中学校教職員数

― 52. 8% 50. 0% 105. 6% 50. 0% 105. 6% Ａ 学校教育課

④教育施設の整備・ 充実

学校のト イ レ の洋式化率
児童生徒が使用する ト イ レ の洋
式便器数÷校舎、 屋内運動場等
の全便器数

53. 8％ 73. 8% 70. 3% 105. 0% 78. 6% 93. 9% Ａ 施設課

特別教室等の空調設備更新率
空調更新室数÷Ｈ ４ ～１ ７ 年度
に空調を設置し た特別教室等の
室数

45. 6％ 84. 2% 81. 8% 102. 9% 100. 0% 84. 2% Ａ 施設課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 空調設備整備事業において、 特別教室等の空調設備を計画的に更新し たこ
と によ り 、 目標値を達成する など 、 教育施設の充実が図ら れた。

　 引き 続き 、 空調設備等の計画的な更新に取り 組むこ と で、 教育施設の充実を図る 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 長寿命化改良等によ る 学校施設やト イ レ 洋式化等の計画的な整備によ り 、
目標値を達成する など 、 教育施設の充実が図ら れた。

　 引き 続き 、 長寿命化改良等によ る 計画的な整備に取り 組むこ と で、 教育施設の充実を図る 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 専門的知識や指導力の向上が図ら れる よ う 各教科担当校と 連携を図り 、 研
修会の内容を充実する こ と で、 資質向上に取り 組んだ。

　 引き 続き 、 各教科担当校と 連携を図り 、 研修のねら いと 目的を明確にし 、 実践的指導力を高
める 研修のさ ら なる 充実に取り 組むこ と で、 教職員の資質向上を図る 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 教職員研修の内容の充実、 精選、 効率化を図り 、 教職員に求めら れる 資質
能力の向上を図り 、 目標を達成し た。

　 引き 続き 、 教職員の課題や教育的ニーズに合った教育講演会や教職員研修を設定する など
し 、 教職員の資質向上を 図る 。
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

⑤教育費の負担軽減

本市奨学資金貸付制度の貸与基準を 満たす希
望者のう ち奨学資金の貸与を認めら れた者の
割合

奨学資金の貸与を認めら れた人数
÷本市奨学資金貸付制度の貸与基
準を 満たす希望者数

100％ 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% Ａ 管理部総務課

市民のひろばによ る 就学援助周知回数 市民のひろ ばの掲載回数 2回 2回 2回 100. 0% 2回 100. 0% Ａ 管理部総務課

➅学校の規模適正化・ 適正配置

学校の規模適正化について、 一定の方針
が定ま った事例数

検討対象校のう ち、 意見交換会等を通
じ て、 学校の規模適正化を図る 手立て
等の方針が定ま った事例数

0事例 2事例 2事例 100. 0% 2事例 100. 0% Ａ 学校整備室

学級数の増減によ り 新たに学校の規模適正化
を検討する 範囲に入っ た学校の管理職に基本
方針を 説明し 、 地域の実態を聴取し た割合

学校の管理職に基本方針を説明し 、 地
域の実態を聴取し た学校数÷ 新たに
学校の規模適正化を検討する 範囲に
入った学校数

100％ 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% Ａ 学校整備室

⑦私立学校等と の連携

県私立中学校高等学校協会及び県教育委員
会、 鹿児島大学教育学部附属中学校と の情報
交換会の開催率

情報交換会の開催回数÷情報交
換会の計画数

100％ 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% 100. 0% Ａ 学校教育課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 鹿児島玉龍中学校の入学者選抜実施日等について、 県私学協会や関係学校
と 情報交換会を 開催する など 情報交換の推進を 図り 、 目標を達成し た。

　 引き 続き 、 入学者選抜実施日等について情報交換会を 開催する など 、 連携に努める 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 学校規模適正化等が必要な校区の学校や地域を訪問し 、 実情把握や説明等を
行ったこ と によ り 、 よ り よ い教育環境づく り に努めた。

　 引き 続き 、 地域の実情把握に努め、 対象と なる 学校や地域コ ミ ュ ニティ 協議会と のさ ら なる
連携を 図り 、 よ り よ い教育環境づく り に取り 組む。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

  学校規模適正化等の基本方針の周知を図る と と も に、 対象と なる 学校や地
域の実情把握に努め、 保護者や地域住民の理解と 協力を得て、 桜島地域では
桜島学校の整備、 明和校区では義務教育学校のあり 方検討委員会の設置に取
り 組んだ。

　 引き 続き 、 地域の実情把握に努め、 対象と なる 学校や地域コ ミ ュ ニティ 協議会と のさ ら なる
連携を 図り 、 学校規模適正化等の推進に取り 組む。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 市民のひろばに就学援助の申請案内を掲載する と と も に、 対象児童生徒の
いる 全世帯に通知を行っ たこ と によ り 、 制度の周知及び教育費の負担軽減が
図ら れた。

　 引き 続き 、 学校と 連携し ながら 制度の周知及び教育費の負担軽減を 図る 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 毎年度、 各種制度の周知を図る と と も に利用者の募集を 行い、 貸与基準を
満たす希望者へは全員へ貸与し 、 目標を達成でき た。

 引き 続き 、 各種制度の周知など 対象者が確実に申請でき る 取組等を進め、 安心し て教育を 受
けら れる 環境づく り を図る 。
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

( 4) 教育行政評価会議における 評価・ 意見

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 全市立学校に学校運営協議会が設置さ れ、 地域の意見のみなら ず、 生徒
会の意見も 学校運営に反映さ れる よ う になってき ている こ と は評価でき
る 。
　 学校運営協議会の活動状況等の認知度に課題がある こ と から 、 学校だよ
り 等で保護者や地域住民への周知が必要である 。
　 教職員の資質向上においては、 研修会の参加者の満足度が高いと いう 点
から も 取組が適切に推進さ れている と 評価でき る 。

　 学校運営協議会の活動状況等の周知については、 周知方法及び時期について検討する と
と も に、 効果的な取組を 各学校と 共有する よ う 努めていただき たい。
　 教職員の時間外在校等時間の上限である 「 月４ ５ 時間、 年３ ６ ０ 時間」 と する 方針に
沿った対応を、 引き 続き 推進し ていく よ う 求めたい。
　 教職員の資質向上を 図る ため、 引き 続き 研修を行っ ていく と と も に、 Ｉ Ｃ Ｔ や生成Ａ Ｉ
など を う ま く 活用し て、 個別最適な学びを 充実さ せていただき たい。
　 施設の老朽化等に対し ては、 学校や地域等と の連携に加え、 施設の共有など も 検討し て
いく よ う 求めたい。
　 私学の独自性と 多様な教育環境を生かし て、 市立学校と 互いに交流し ながら 、 様々な教
育文化を育てる よ う 努めていただき たい。

( 4) 教育委員会事務局によ る 分析

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 地域と と も にある 学校づく り の推進については、 学校運営協議会の活動
状況等の周知の面では課題はある が、 同協議会の設置が全ての市立学校に
拡充さ れたこ と によ り 、 学校運営に地域の意見が反映でき る 体制が整っ
た。
　 ま た、 コ ロ ナ禍での対応等によ り 学校運営が困難な中、 オン ラ イ ン を 活
用し た学習等のほか、 研修会等によ る 教職員の資質向上や、 教員業務支援
員の配置等によ る 業務改善を推進する こ と で、 教育課程の改善及び充実に
努めた。

　 教育環境の充実については、 長寿命化改良等によ る 学校施設やト イ レ の
洋式化等の計画的な整備によ り 、 児童生徒が安心し て学べる 環境の整備が
推進さ れた。
　 ま た、 就学援助制度や奨学金資金貸付制度など の利用を促進する こ と に
よ り 、 教育費の負担軽減が図ら れた。

　 地域と と も にある 学校づく り の推進については、 学校運営協議会の活動のさ ら なる 周
知・ 広報に努める ほか、 活動内容や研修会の充実を 図り 、 学校運営の更なる 充実に努めて
いき たい。
　 ま た、 校務Ｄ Ｘ の推進やＩ Ｃ Ｔ 等を 活用し た事務処理の効率化によ り 、 業務改善を継続
的に行っていく と と も に、 教育課程の改善や充実に取り 組んでいき たい。

　 教育環境の充実については、 引き 続き 、 学校施設やト イ レ の洋式化等を計画的に整備す
る と と も に、 就学援助制度や奨学資金貸付制度など のさ ら なる 周知等を 図っていき たい。
　 ま た、 桜島学校の整備を推進する と と も に、 地域の実情に応じ た学校規模適正化の基本
計画の策定を検討し ていき たい。
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

( 5) 　 家庭や地域の教育力の向上と 生涯学習環境の充実

①家庭教育の充実

子育てやし つけが安心し てでき る 環境が
「 十分でき ている 」 「 ある 程度でき てい
る 」 と 思う 市民の割合

教育に関する 市民意識調査 70. 4％ 71. 2% 78. 4% 90. 8% 80. 0% 89. 0% Ａ 生涯学習課

家庭教育学級の参加者数 ― 6, 069人 14792人 15000人 98. 6% 25000人 59. 2% Ａ 生涯学習課

②生涯学習活動の充実

「 生涯学習を し ている 」 と 回答し た市民
の割合

教育に関する 市民意識調査 43. 1％ 30. 4% 48. 9% 62. 2% 50. 0% 60. 8% Ｃ 生涯学習課

成人学級等の参加者数 ― 13, 421人 17949人 22000人 81. 6% 34000人 52. 8% Ｂ 生涯学習課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 社会学級の開設事業において、 新たな学級生の加入が少なく 、 目標値が達
成さ れていないが、 社会学級委員等研修会の開催など 、 成人学級等の運営支
援に取り 組み、 社会の変化に対応でき る 能力や豊かな社会生活に必要な教養
の向上の推進を 図った。

　 地域の核と なる 若い世代のリ ーダー育成や各学級の実態に応じ た多様な運営・ 学習方法の充
実を図る など 、 引き 続き 、 社会の変化に対応でき る 能力や豊かな社会生活に必要な教養の向上
の推進に取り 組む。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 学習機会の認知不足によ り 、 目標値が達成さ れていないが、 生涯学習プラ
ザや地域公民館等で市民のニーズを踏ま えながら 、 市民の主体的な学びを 推
進し た。

　 市民のニーズや今日的課題を踏ま えた講座を開設する ほか、 読書活動の推進に取り 組むと と
も に、 市民のひろばやHP、 SNS等を 活用し ながら 広報活動を進める こ と で、 学習機会の充実を
図る 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 社会学級の開設事業において、 社会学級委員等研修会の開催など 、 家庭教
育学級の運営支援に取り 組み、 家庭教育の充実を図っ た。

　 引き 続き 、 各学級の実態に応じ た多様な運営・ 学習方法の充実を図り 、 家庭教育の充実に取
り 組む。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 家庭教育相談事業と し て、 市内の学校に通学する 児童・ 生徒及び保護者等
が、 学習、 人間関係、 子育て等の家庭教育に関する 悩みについて、 気軽に相
談でき る 窓口を 生涯学習プラ ザ及び各地域公民館に設置し 、 必要に応じ て支
援等を 行ったほか、 地域別家庭教育研修会を市内全ての地域公民館で実施し
たこ と など によ り 、 目標を達成でき た。

　 引き 続き 、 相談窓口の周知・ 広報を充実さ せ、 家庭教育相談事業の推進を図る と と も に、 市
内全ての公民館で地域別家庭教育研修会を 実施し 、 参加者同士の情報交換等を行う など 、 参加
者の主体的な学びを支援し ていく 。

（令和7年度）

（令和7年度） （令和7年度）

（令和7年度）

24



計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

③学習成果の活用

学習や活動を し た成果を 生かし ている
（ 生かせる と 思う ） 市民の割合

教育に関する 市民意識調査 89. 7％ 91. 0% 92. 5% 98. 4% 93. 0% 97. 8% Ａ 生涯学習課

学校支援ボラ ン ティ アの活動者数 ― 46, 000人 52876人 51333人 103. 0% 54000人 97. 9% Ａ 生涯学習課

④生涯学習推進体制の充実

地域のリ ーダーを養成する 講座受講者の
満足度

Ｒ ２ ： 女性リ ーダー、 シニアリ ーダー
研修会等
Ｒ ３ ～： 学び広げる 地域リ ーダー養成
研修会

93. 0％ 98. 4% 98. 0％ 100. 4% 100％ 98. 4% Ａ 生涯学習課

協働講座での連携団体数 ― 17団体 11団体 20団体 55. 0% 22団体 50. 0% Ｃ 生涯学習課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 協働講座においては、 講師の都合によ り 講座の中止等があっ たため、 目標
値が達成さ れていないが、 専門的かつ実践的なノ ウ ハウ を 有する 大学やNPO等
と 連携・ 協働し た学習機会の充実を図った。

　 様々な団体が登録し 講座を 開催でき る よ う 、 ま た、 参加者の確保に向けて周知・ 広報を 行う
こ と で、 市民の学習機会の多様化と さ ら なる 充実を図る 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 学び広げる 地域リ ーダー養成研修会を充実さ せる こ と によ り 、 地域で活躍
でき る 人材育成が図ら れた。

　 学び広げる 地域リ ーダー養成研修会に変わり 、 社会学級委員等研修会と 統合し た内容で開催
を行い、 事例発表に加え、 分科会を充実さ せ、 参加者の取組や思いを 共有でき る よ う に工夫す
る こ と によ り 、 地域で活躍でき る 人材育成を図っていく 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 学校支援ボラ ン ティ アがこ れま で培った経験や生涯学習の成果を各学校で
生かすこ と で、 地域の教育力向上につながった。

　 引き 続き 、 学校運営協議会や地域コ ミ ュ ニティ 協議会と 連携を図り ながら 、 事業の更なる 周
知広報に努め、 多様化する 学校のニーズに応じ たボラ ン ティ ア、 特に専門的な知識や技能を
も った人材の確保に努める 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 関係団体と の連携を図り 、 学習機会の充実を 図る と と も に、 地域社会にお
いて学習成果を 幅広く 活用でき る 体制づく り に取り 組むこ と で、 目標を 達成
でき た。

　 引き 続き 、 地域社会において学習機会を 活用でき る 体制づく り に取り 組むこ と で、 地域の教
育力向上を図る 。

（令和7年度） （令和7年度）
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

⑤生涯学習機能の充実

地域公民館や図書館など の生涯学習関連
施設の利用者数

― 1, 412, 000人 2, 373, 445人 1, 884, 000人 126. 0% 2, 120, 000人 112. 0% Ａ 生涯学習課

「 生涯を通じ て興味・ 関心のある こ と を
学ぶ環境が整っ ている 」 と 感じ る 市民の
割合

第六次鹿児島市総合計画に係る
市民意識アンケート 調査

28. 3％ 40. 3% 36. 8% 109. 5% 41. 0% 98. 3% Ａ 生涯学習課

⑥学習情報の提供、 相談機能の充実

図書館のレ フ ァ レ ンス 件数
質問に対し て本や情報を 提供し
た件数

1, 638件 6558件 3200件 204. 9% 4000件 164. 0% Ａ 図書館

生涯学習情報シス テム（ キュ ート ピ ア・
ネッ ト ） のアク セス 数

― 441, 071件 517809件 456000件 113. 6% 486000件 - Ａ 生涯学習課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 生涯学習情報シス テム 等において、 講座や研修会等の施設の予約や情報発
信など によ り 、 活用が図ら れ市民の利便性が向上し た。
　 なお、 Ｒ ５ に施設予約機能を 公共施設予約シス テム に移行し た。

　 Ｒ ７ 年４ 月に稼働開始し た生涯学習講座申込シス テム の円滑な運用に努める 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 利用者の質問に対し 本や情報の提供を行う こ と で、 課題解決支援が図ら
れ、 目標を達成し た。

　 引き 続き 、 利用者の課題解決支援に向けて、 イ ンタ ーネッ ト 等の活用と と も にレ フ ァ レ ンス
事例のデータ ベース 化等を進め、 レ フ ァ レ ンス サービ ス 、 レ フ ェ ラ ルサービ ス の充実に努め
る 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 生涯学習プラ ザや地域公民館、 図書館等が、 利用者の目的に応じ て学習で
き る よ う な環境づく り に努める と と も に、 市民へ地域の生涯学習施設の広報
を 行っ たこ と によ り 、 目標を達成でき た。

　 引き 続き 、 生涯学習施設の整備に加え、 効果的な広報を進め、 施設の利用を促進する と と も
に、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し て市民サービ ス の向上を図る 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 生涯学習プラ ザと 公民館及び文化工芸村等と の連携体制を強化する と と も
に、 関連施設の計画的な整備や天文館図書館の開館、 電子図書館サービ ス の
提供など 、 生涯学習機能の充実が図ら れた。

　 今後も 計画的な施設整備等を行う と と も に、 電子図書館サービ ス や生涯学習講座申込シス テ
ム等の利便性向上に努める こ と で、 生涯学習機能の充実を図っ ていき たい。

（令和4年度） （令和4年度）
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

( 5) 教育行政評価会議における 評価・ 意見

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 家庭や地域の教育力の低下が見受けら れる 中、 様々な学習機会がある に
も 関わら ず参加率が低い状況にある ため、 関係団体等と 連携し ながら 、 よ
り 効果的な取組を推進する 必要がある 。
　 学習情報の提供等がオン ラ イ ン ででき る よ う になっ た点や、 電子図書館
サービ ス が導入さ れた点など 、 幅広い利用促進につながっている こ と は評
価でき る 。

　 協働講座等においては、 具体的な内容や目指すべき 目標を明確化する など 、 内容をよ り
充実さ せる こ と を求めたい。
　 施設利用料の値上げ等も あったこ と から 、 利用率を 低下さ せないよ う 動向を見守る と と
も に、 必要に応じ て活動団体への支援や各種取組等の内容を検討し 、 引き 続き 生涯学習環
境の充実を 図っ ていただき たい。

( 5) 教育委員会事務局によ る 分析

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 家庭・ 地域の教育力向上については、 子育て講座など 家庭の教育力向上
講座等のほか、 公民館講座や社会学級の開催等によ り 、 家庭教育や生涯学
習活動の充実が図ら れた。
　 ま た、 学校支援ボラ ン ティ アがこ れま で培った経験や生涯学習の成果を
各学校で生かすこ と で、 地域の教育力向上につながっ た。

　 生涯学習環境の充実については、 生涯学習プラ ザと 公民館及び文化工芸
村等と の連携体制を強化する と と も に、 関連施設の計画的な整備や天文館
図書館の開館、 電子図書館サービ ス の提供など 、 生涯学習機能の充実が図
ら れた。
　 ま た、 生涯学習講座申込シス テム等を 活用する こ と で、 効果的な学習情
報の提供等が図ら れた。

　 家庭・ 地域の教育力向上については、 引き 続き 、 各種講座や研修会等に取り 組むと と も
に、 家庭教育や生涯学習活動を充実さ せる こ と で、 生涯にわたって生き がいを持ち、 心豊
かな生活を 送れる よ う な取組を推進し ていき たい。

　 生涯学習環境の充実については、 今後も 計画的な施設整備等を行う と と も に、 電子図書
館サービ ス や生涯学習講座申込シス テム等の利便性向上に努める こ と で、 生涯学習機能の
充実や学習情報の提供等の推進を 図っ ていき たい。
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

( 6) 　 文化芸術の振興と 歴史・ 文化資源の保存と 活用

①文化芸術に触れ親し む機会の充実と 活動の促進

美術館の入館者数 ― 78, 940人 147075人 126000人 116. 7% 150000人 98. 1% Ａ 美術館

美術講座、 美術講演会等の参加者数 ― 198人 957人 400人 239. 3% 500人 191. 4% Ａ 美術館

②文化施設の活用及び文化芸術情報の発信

美術館ホーム ページの閲覧件数 ― 202, 000件 354836件 267000件 132. 9% 300000件 118. 3% Ａ 美術館

美術、 工芸、 文芸など の創作活動への参
加、 創作品の鑑賞に関心がある 市民の割
合

教育に関する 市民意識調査 58. 6％ 55. 5% 68. 1% 81. 5% 70. 0% 79. 3 Ｂ 美術館

【 施策の達成状況】

　 市立美術館では、 常設展・ 小企画展や特別企画展の開催、 教育普及活動と
し て学芸講座や作品解説会等を 実施し 、 かごし ま 文化工芸村では、 陶芸や木
工芸等の関連講座や秋ま つり を 実施する など 、 文化芸術に親し む機会の充実
が図ら れた。

　 引き 続き 、 利用者から のアンケート や協議会等の意見を参考に各種展覧会や講座等を実施す
る こ と によ り 、 文化芸術に親し む機会のさ ら なる 充実を 図る 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 ホームページでの常設展・ 小企画展や特別企画展など の案内に加え、 外国
語ページを設ける など 利便性の向上を図る と と も に、 Ｓ Ｎ Ｓ での情報発信に
も 努めたこ と によ り 、 目標を達成でき た。

　 引き 続き 、 ホームページやＳ Ｎ Ｓ を活用する こ と によ り 、 美術品等の魅力を効果的に発信し
ていく 。

　 【 今後の方向性】

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 学芸講座や美術講座、 美術講演会、 施設見学等の内容を 工夫し て開催する
こ と によ り 、 目標を達成し 、 多く の市民が文化芸術を 体験でき る 機会の充実
が図ら れた。

　 学芸講座や美術講座等の魅力向上に努める と と も に、 電子申込の活用によ る 利便性の向上に
よ り 、 市民が文化芸術を 体験でき る 機会の充実に取り 組む。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 常設展や市民作品公募展、 貸館によ る 展示のほか、 開館70周年を記念し た
特別企画展の開催や趣向を凝ら し た小企画展を 行ったこ と によ り 、 目標を 達
成でき た。

　 引き 続き 、 質の高い、 特別企画展や常設展、 小企画展の開催に加え、 広報活動や市民作品公
募展及び貸館業務の充実に努める こ と によ り 、 文化芸術を鑑賞し 、 体験でき る 機会の充実を図
る 。

（令和7年度） （令和7年度）
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

③文化財の保存の充実と 積極的な活用

市内の文化財の指定等件数
市内に所在する 文化財の国指
定・ 県指定・ 市指定・ 国登録件
数

193件 195件 194件 100. 5% 195件 100. 0% Ａ 文化財課

異人館の年間入館者数 ― 5, 404人 14807人 23800人 62. 2% 33000人 44. 9% Ｃ 文化財課

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 異人館の周辺地の整備を進める と と も に、 事業者と 連携し た磯地区の回遊
性を高める イ ベン ト のほか、 仙巌園駅開業に伴う 世界遺産の理解増進イ ベン
ト 等を 行ったこ と によ り 、 目標値は達成し ていないが、 年間入館者数は増加
傾向にある 。

　 引き 続き 、 関係機関等と 連携し 、 イ ベン ト や情報発信を充実さ せる こ と によ り 、 異人館のさ
ら なる 活用を 図る 。

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 市指定文化財の指定に向けた調査・ 整理を行ったこ と によ り 、 新たに２ 件
を 指定し 、 目標を 達成でき た。

　 引き 続き 、 指定候補文化財等の調査や、 計画的に市文化財への指定を 行う こ と によ り 、 指定
等文化財件数の増加を図り 、 文化財の保存に努める 。
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計画期間における 成果指標 指標の概要、 算式等
8年度目標値( C) 達成率( A/C) 達成度（ A/B) 所管課

   教育施策の方向性
基準値（ 2年度） 6年度実績( A) 6年度目標( B) 達成率( A/B)

( 6) 教育行政評価会議における 評価・ 意見

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 美術館など の施設利用者数が、 コ ロ ナ禍から 順調に回復し てき ており 、
各種イ ベント やＩ Ｃ Ｔ を 活用し た情報発信等に取り 組んでいる こ と は評価
でき る 。
　 創作活動への参加や作品の鑑賞に関心がある 市民の割合を増やす取組に
ついては、 様々な企画展等によ り 機会の充実が図ら れており 評価でき る
が、 コ ロ ナ禍前の状況に届いていないため、 さ ら なる 工夫の余地がある 。
　 市指定文化財への指定が２ 件追加さ れたこ と で、 価値の再評価や資料と
し ての保存が見込ま れる 。
　 個人所有の文化財の保存については、 所有者のみでは難し いと いう 課題
がある 。
　 異人館の利用促進については、 仙巌園駅開業によ り 増加傾向にある の
で、 こ の流れを 活用し ていく 必要がある 。

　 鹿児島の教育の個性を 出し やすい分野は、 文化芸術、 歴史、 伝統工芸である 一方、 社会
状況が厳し く なる と 財政面等での優先順位が下がる こ と が懸念さ れる 。 鹿児島市は施設機
能が集中し ている ため、 市内だけでなく 県全体の文化芸術の分野を 支えていただき たい。
　 創作活動や作品への市民の関心を高める ために、 様々な講座やイ ベン ト 等について、 教
育機関や事業所、 団体等と の連携や発信方法を検討する など 、 その周知が図ら れる こ と を
期待し たい。
　 本市には数多く の文化財があり 、 教職員がその魅力を知る こ と で児童生徒が関心を持
ち、 地域と のつながり が深ま っていく と 考える こ と から 、 未指定文化財を含め、 様々な媒
体での文化財の情報発信に引き 続き 取り 組んでいただき たい。
　 文化財の活用については、 観光資源の面から も 指定件数を増やすほか、 引き 続き 市長部
局と 連携し ながら 、 本市経済に資する よ う 努めていただき たい。

( 6) 教育委員会事務局によ る 分析

【 施策の達成状況】 　 【 今後の方向性】

　 文化芸術の振興については、 市立美術館の各種展覧会や市民アート フ ェ
アかご し ま 、 教育普及活動等を通じ て、 市民が文化芸術に触れ親し む機会
の充実と 人材の育成、 情報発信に取り 組んだ。

　 歴史・ 文化資源の保存と 活用については、 発掘調査や修復整備等によ る
埋蔵文化財や指定文化財等の保存・ 活用を 図ったほか、 保護団体への支援
や文化財保存活用地域計画の策定など によ り 、 地域社会総がかり で取り 組
む意識醸成が図ら れた。
　 伝統芸能の保護については、 各団体への補助を行う ほか、 学校での学習
等での活用によ り 、 担い手育成に努めた。
　 ま た、 世界文化遺産の魅力の発信や、 被災し た寺山炭窯跡の復旧事業に
加え、 地域と 連携し た管理保全や活用によ り 、 価値の保全・ 継承に取り 組
んだ。

　 文化芸術の振興については、 鹿児島市文化芸術推進基本計画を踏ま え、 文化芸術に触れ
親し む機会の充実と 活動の促進や、 ユニーク ベニュ ーなど の文化施設の活用、 文化芸術情
報の発信を 通じ て、 市民が文化芸術を 身近に体験でき る 環境づく り に引き 続き 取り 組む。

　 歴史・ 文化資源の保存と 活用については、 引き 続き 、 発掘調査や修復整備等によ る 埋蔵
文化財等の保存・ 活用を 行い、 文化財保存活用地域計画の策定等を 進める と と も に、 伝統
芸能の活用等を 図っていき たい。
　 ま た、 世界文化遺産については、 寺山炭窯跡の復旧事業に加え、 異人館の老朽化等への
対応を 行う と と も に、 各種イ ベン ト など によ る 魅力発信に取り 組んでいき たい。
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（趣旨） 
第１条 この要綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３

１年法律第１６２号）第２６条の規定に基づき、効果的な教育行政の推

進に資するとともに、市民への説明責任を果たしていくため、教育委員

会が事務の管理及び執行の状況について自ら実施する点検及び評価に関

し、必要な事項を定めるものとする。 

 （評価の基本的なあり方） 

第２条 教育委員会は、その権限に属する事務の管理及び執行の状況につ

いて、的確にその施策効果を把握し、その目的又は目標に照らして、必

要性、有効性、効率性、公平性の観点その他当該施策の特性に応じて必

要な観点から点検及び評価を行い、その評価の結果を当該施策に適切に

反映させるものとする。 

２ 教育委員会は、前項の規定に基づく点検及び評価の実施に当たって

は、客観的な実施の確保を図るため、教育に関し学識経験を有する者の

知見を活用する。 

３ 前項に規定する学識経験を有する者の知見の活用を図るため、教育行

政評価会議を設置するものとし、必要な事項は別に定める。 

 （評価の基本的な事項） 

第３条 教育委員会は、点検及び評価の実施に当たり、次に掲げる事項を

協議し決定する。 

(1) 点検及び評価の対象に関すること。 

(2) 点検及び評価の実施方法に関すること。 

(3) 点検及び評価の対応方針等の決定（以下「結果」という。）に関す

ること。 

 

 

 

 

(4) 点検及び評価の結果の施策への反映に関すること。 

(5) 点検及び評価の結果の公表に関すること。 

(6) その他点検及び評価の実施に関し必要なこと。 

（報告書の作成及び公表） 

第４条 教育委員会は、点検及び評価を行ったときは、その結果に関する

報告書を作成するものとする。 

２ 教育委員会は、前項の規定により作成した報告書を市議会に提出する

とともに、公表するものとする。 

（市民の意見及びその反映等） 

第５条 教育委員会は、公表した報告書について市民から意見があった場

合には、施策又は点検及び評価に適切に反映させるように努めるものと

する。 

 （点検及び評価の改善の検討） 

第６条 教育委員会は、毎年度、点検及び評価のあり方について検証を行

い、その課題を把握し、鹿児島市の行政評価の動向も参考としながら、

その改善について検討を行う。 

 （委任） 

第７条 この要綱に規定するもののほか､点検及び評価の実施に関し必要

な事項は、別に定める。 

付 則 

この要綱は、平成２０年５月２２日から施行する。 

付 則 

この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。  

Ⅲ 参考資料 

教育委員会活動の自己点検・評価実施要綱 
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（趣旨） 

第１条 教育委員会活動の自己点検・評価実施要綱（平成２０年５月２２

日制定）第２条第３項に規定する教育行政評価会議（以下「評価会議」

という。）に関し、必要な事項を定めるものとする。 
 （所掌事務） 
第２条 評価会議は、教育委員会の求めに応じて、次の各号に掲げる事項

について意見を述べるものとする。 

(1) 教育委員会の点検及び評価の方法に関すること。 

 (2) 教育委員会の担当課が実施した点検及び評価の一次評価に関するこ

と。 

(3) その他教育委員会の点検及び評価に関し必要と認めること。 

（組織） 

第３条 評価会議は、５名以内の委員で組織する。 

２ 委員は、教育に関し識見を有する者のうちから、教育委員会が委嘱す

る。 

３ 評価会議に会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

 （委員の任期） 

第４条 委員の任期は、２年以内とする。ただし、委員が欠けた場合の補

欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

（会長の職務） 

第５条 会長は、評価会議の会務を総理し、評価会議を代表する。 

２ 会長が欠けたとき、又は会長に事故があるときは、あらかじめ会長が

指名する委員がその職務を代理する。 

 

 

 

（会議） 

第６条 会議は、会長が招集する。 

２ 会議は、委員の過半数以上の出席がなければ開くことができない。 

３ 会長は、会議の議長となり、議事を整理する。 

４ 会長は、必要があると認めたときは、関係職員その他会長が適当と認

める者を会議に出席させ、関係事項について説明させ、又は意見を述べ

させることができる。 

（庶務） 

第７条 評価会議の庶務は、教育委員会事務局管理部総務課において処理

する。 

 （委任） 

第８条 この要領に規定するもののほか、評価会議の運営に関し必要な事

項は、別に定める。 

付 則 

この要領は、平成２０年５月２２日から施行する。 

付 則 

この要領は、平成２６年６月３日から施行する。 
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